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 【試験問題の出題範囲】 

（注 1）試験問題に関することには一切お答えできません。 

（注 2）この表に掲げる項目は、介護保険法、関連法令に規定されたもの及びその関連通知で基礎的な知識

及び技能を有することの確認のために必要な内容を含むものとする。 

（P.12【試験範囲に含まれる関連通知の具体例】参照） 

 

科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

一 

介
護
保
険
法
そ
の
他
関
係
法
令
に
関
す
る
科
目 

 １．基本視点 1．介護保険制度導入
の背景 

 1 高齢化の進展と高齢者
を取り巻く状況の変化 

1 長寿・高齢化の進展 
 2 高齢化の進展に伴う要介護高齢者の増加 
 3 介護の長期化・重度化 
 4 家族の介護機能の低下 
 5 個人の人生にとっての介護問題 
 6 家族にとっての介護問題 
 7 社会にとっての介護問題 

 2 従来の制度の問題点 1 老人福祉制度 
 2 老人医療制度 
 3 制度間の不整合 

 3 社会保険方式の意義 1 我が国の社会保障制度のあり方 
 2 給付と負担の関係の明確性 
 3 利用者の選択の尊重 

 4 介護保険制度創設の 
   ねらい 

1 介護という新たな課題への対応 
 2 効率的、公平な制度の創設 
 3 サービス利用者の立場に立った制度体系 
 4 民間活力の活用 
 5 高齢者の被保険者としての位置づけ 

2．介護保険と介護支
援サービス 

─ ─ 

 2.介護保険制度 
  論 

1．介護保険制度論  1 介護保険制度の目的等 1 社会保障、社会保険、介護保険の体系 
2 医療保障の体系 
3 高齢者の保健・医療・福祉の体系 
4 介護保険制度の目的 
5 保険事故と保険給付の基本的理念 
6 国民の努力および義務 

 2 保険者及び国、都道府
県の責務等 

 1 保険者 
 2 保険者の事務 
 3 介護保険の会計 
 4 条例 
 5 国の責務、事務 
 6 都道府県の責務、事務 
 7 医療保険者および年金保険者の事務 
 8 審議会 

 3 被保険者  1 被保険者の概念 
 2 強制適用 
 3 被保険者の資格要件 
 4 住所認定の基準 
 5 適用除外 
 6 資格取得の時期 
 7 資格喪失の時期 
 8 届出 
 9 住所地特例 
10 被保険者証 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

  

4 保険給付の手続・種類 
・内容 

 1 要介護認定および要支援認定 
 2 要介護認定等の手続 
 3 介護認定審査会 
 4 保険給付通則 
 5 保険給付の種類 
 6 保険給付の内容 
 7 介護報酬 
 8 支給限度額 
 9 現物給付 
10 審査・支払い 
11 利用者負担 
12 保険給付の制限 

5 事業者及び施設 
 （人員、施設及び施設並 
  びに運営に関する基準 

を含む。） 

 1 指定居宅サービス事業者 
 2 指定居宅介護支援事業者 
 3 介護支援専門員 
 4 指定介護予防サービス事業者 
 5 指定介護予防支援事業者 
 6 指定地域密着型サービス事業者 
 7 指定地域密着型介護予防サービス事業者 
 8 基準該当サービスの事業者 
 9 離島等における相当サービスの事業者 
10 介護保険施設 

6 介護保険事業計画  1 基本指針 
 2 老人保健福祉計画、医療計画との関係 
 3 市町村介護保険事業計画 
 4 都道府県介護保険事業支援計画 

7 保険財政  1 財政構造 
 2 事務費 
 3 その他の補助 
 4 第 1 号被保険者に係る保険料 
 5 介護給付費交付金および介護給付費納付金 
 6 第 2 号被保険者に係る保険料 
 7 支払基金の業務 

8 財政安定化基金等  1 財政安定化基金事業 
 2 市町村相互財政安定化事業 

9 地域支援事業  1 介護予防・日常生活支援総合事業等 
 2 包括的支援事業 
 3 その他の事業 
 4 財源構成 

10 介護サービス情報の 
   公表 

 1 介護サービス情報の公表の内容 
 2 指定調査機関 
 3 指定情報公表センター 

11 国民健康保険団体 
   連合会の介護保険 
   事業関係業務 

 1 審査・支払い 
 2 給付費審査委員会 
 3 苦情処理等の業務 
 4 第三者行為求償事務 
 5 その他の業務 

12 審査請求  1 概説 
 2 審査請求ができる事項 
 3 介護保険審査会 
 4 委員 
 5 審理裁決を扱う合議体 
 6 専門調査員 
 7 訴訟との関係 

13 雑則  1 報告の徴収等 
 2 先取特権の順位 
 3 時効等 
 4 資料の提供等 

14 検討規定（附則） ─ 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

二 

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
・
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
関
す
る
科
目 

 3．ケアマネジメ 
ント機能論 

1．ケアマネジメント 
機能論 

 1 介護保険制度における 
   ケアマネジメント 

1 介護保険におけるケアマネジメントの 
定義と必要性 

2 介護保険におけるケアマネジメント機 
能の位置付け 

3 介護保険でのサービス利用手続きの全 
体構造と介護支援サービス 

2 ケアマネジメントの基本 
的理念、意義等 

1 要介護者等とその世帯の主体性尊重の仕 
組み 

2 自立支援、多様な生活を支えるサービスの
視点 

3 家族（介護者）への支援の必要性 
4 保健・医療・福祉サービスを統合したサー

ビス調整の視点 
5 サービスの展開におけるチームアプロー 
チの視点 

6 適切なサービス利用（効果性、効率性）の
視点 

7 保健・医療・福祉サービス（保険給付サー
ビス等）とインフォーマルサポートを統合
する社会資源調整の視点 

 3 介護支援専門員の基本 
   姿勢 

─ 

 4 介護支援専門員の役割・ 
   機能 

1 利用者本位の徹底 
2 チームアプローチの実施─総合的判断と  
協働 

3 居宅サービス計画に基づくサービス実施 
状況のモニタリングと計画の修正 

4 サービス実施体制におけるマネジメント 
の情報提供と秘密保持 

5 信頼関係の構築 
6 社会資源の開発 

 5 ケアマネジメントの記録 ─ 

2．介護支援サービス
方法論 

 1 居宅介護支援サービス 
   の開始過程 

─ 

 2 居宅サービス計画作成
のための課題分析 

─ 

 3 居宅サービス計画作成 
指針 

─ 

 4 モニタリングおよび居宅 
サービス計画での再課題 
分析 

─ 

3. 介護予防支援 
  サービス方法論 

1 介護予防支援サービ 
スの開始過程 

─ 

 2 介護予防サービス計画 
   作成のための課題分析 

─ 

 3 介護予防サービス計画 
   作成指針 

─ 

 ４ モニタリングおよび介護 
予防サービス計画で 
の再課題分析 

─ 

4. 施設介護支援 
サービス方法論 

 1 施設介護支援サービス 
の開始過程 

─ 

 2 施設サービス計画作成 
のための課題分析 

─ 

 3 施設サービス計画作成 
指針 

─ 

 ４ モニタリングおよび施 
設サービス計画での再 
課題分析 

─ 
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科
目 区分 大項目 中項目 小項目 

三 

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
科
目 

4.高齢者支援展
開論 

(高齢者介護総 
論) 
 

1.総論Ⅰ 医学編 
 

1 高齢者の身体的・精神 
的な特徴と高齢期に多 
い疾病および障害 

1 高齢者の身体的・精神的・心理的特徴 
2 高齢者に起こりやすい疾病および障害の 
 特徴 
3 高齢者に多く見られる各種の疾患 

2 バイタルサインの正確 
な観察・測定、解釈・ 
分析 

1 全身の観察とバイタルサイン 
2 バイタルサインの正しい観察・測定方法 
とポイント 

3 検査の意義およびその 
結果の把握、患者指導 

1 検査値の変動について 
2 検査各論 

4 介護技術の展開 
 
 
 
 
 
 

1 身体介護と家事援助の関連 
2 食事の介護 
3 排泄および失禁の介護 
4 褥瘡への対応 
5 睡眠の介護 
6 清潔の介護 
7 口腔のケア 

5 ケアにおけるリハビリ 
テーション 

1 リハビリテーションの考え方 
2 リハビリテーションの基礎知識 
3 リハビリテーションの実際（訓練と援助 
 の実際） 

6 認知症高齢者の介護 1 老人性認知症の特徴、病態 
2 認知症高齢者・家族への援助と介護支援 
サービス 

7 精神に障害がある場合 
の介護 

1 高齢者の精神障害 
2 精神に障害のある高齢者の介護 

8 医学的診断・治療内容・ 
予後の理解 

1 医学的診断の理解 
2 治療内容の理解 
3 予後の理解 

9 現状の医学的問題、起 
こりうる合併症、医師、 
歯科医師への連絡・情 
報交換 

1 現状の医学的問題のとらえ方 
2 起こりうる合併症の理解 
3 医師、歯科医師への連絡・情報交換 

10 栄養・食生活からの支 
援・介護 

1 人間らしい栄養・食生活とは 
2 栄養・食生活からの介護の手順 
3 望ましい栄養・食生活をめざして提示され 
 ている食生活指針等 

11 呼吸管理、その他の在 
宅医療管理 

1 呼吸管理の考え方 
2 その他の在宅医療管理 

12 感染症の予防 1 感染症の種類と特徴 
2 起こりやすい感染症の予防と看護・介護 

13 医療器具を装着してい 
る場合の留意点 

1 在宅酸素療法（ＨＯＴ） 
2 気管内挿管 
3 人工呼吸器 
4 腹膜透析 
5 在宅中心静脈栄養法 
6 内視鏡的胃瘻造設術（ＰＥＧ） 
7 ペースメーカー 

14 急変時の対応 1 高齢者救急疾患の病態上の特徴 
2 主な急変時の対応 
3 在宅看護・介護で遭遇しやすい急変 

15 健康増進・疾病障害の 
予防 

1 基本理念 
2 生活習慣病の予防 
3 がん 
4 循環器疾患 
5 糖尿病 
6 骨粗しょう症 
7 21 世紀における国民健康づくり運動（健康
日本 21） 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

 2.総論Ⅱ 福祉編 
 

1 基礎相談・面接技術 1 基本姿勢 
2 コミュニケーションの知識と技術 
3 インテークワーク技術 
4 隠されたニーズの発見 

2 ソーシャルワークとケア 
マネジメント 

 （介護支援サービス） 
― 

3 ソーシャルワーク 
（社会福祉専門援助技術） 
の概要 

1 個別援助技術（ソーシャルケースワーク） 
2 集団援助技術（ソーシャルグループワーク） 
3 地域援助技術（コミュニティワーク） 

4 接近困難事例への対応 1 援助困難事例への対応 
2 接近困難事例と問題状況の分類 
3 接近困難事例の理解とアプローチ 

3.総論Ⅲ 臨死編 1 チームアプローチの必要
性及び各職種の役割 ― 

2 高齢者のターミナルケア
の実際、家族へのケア 

1 事例の概要 
2 在宅での看取りの成立条件 
3 在宅ホスピスにおける症状緩和 
4 死の教育 
5 在宅ホスピスと QOL 

3 死亡診断 1 死亡に医師が立ち会っているとき 
2 医師が立ち会っていないとき 
3 精神面からみたターミナルケア 

5.高齢者支援
展開論 

(居宅サービス 
事業各論) 

1.訪問介護方法論 1 訪問介護の意義・目的 ― 

2 訪問介護サービス利用者 
の特性 ― 

3 訪問介護の内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと訪問 
介護 ― 

2.訪問入浴介護方法 
 論 

1 訪問入浴介護の意義・ 
目的 

― 

2 訪問入浴介護利用者の 
特性 ― 

3 訪問入浴介護の内容・ 
特徴 ― 

4 介護支援サービスと訪問 
入浴介護 ― 

3.訪問看護方法論 1 訪問看護の意義・目的 ― 

2 訪問看護サービス利用
者 
の特性 

― 

3 訪問看護の内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと訪
問 
看護 

― 

4.訪問リハビリテー 
ション方法論 

1 訪問リハビリテーション
の意義・目的 ― 

2 訪問リハビリテーション
サービス利用者の特性 ― 

3 訪問リハビリテーション
の内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと訪問
リハビリテーション ― 

5.居宅療養管理指導
方法論 

1 医学的管理サービスの意
義・目的 ― 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

  2 医学的管理サービス利 
用者の特性 ― 

3 介護支援サービスと医 
学的管理サービス 

― 

4 口腔管理―歯科衛生指 
導の意義・目的 ― 

5 口腔管理―歯科衛生指 
導利用者の特性 ― 

6 介護支援サービスと口 
腔管理―歯科衛生指導 ― 

7 薬剤管理指導の意義・
目的 ― 

8 薬剤管理指導利用者の 
特性 ― 

9 介護支援サービスと薬 
剤管理指導 ― 

6.通所介護方法論 1 通所介護の意義・目的 ― 

2 通所介護サービス利用 
者の特性 ― 

3 通所介護の内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと通 
所介護 ― 

7.通所リハビリテーシ 
ョン方法論 

1 通所リハビリテーショ
ンの意義・目的 ― 

2 通所リハビリテーショ
ンサービス利用者の特
性 

― 

3 通所リハビリテーショ
ンの内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと通 
所リハビリテーション ― 

8.短期入所生活介護 
方法論 

1 短期入所生活介護の 
意義・目的 ― 

2 短期入所生活介護サー 
ビス利用者の特性 ― 

3 短期入所生活介護の内 
容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと短 
期入所生活介護 ― 

9.短期入所療養介護 
方法論 

1 短期入所療養介護の 
意義・目的 ― 

2 短期入所療養介護サー 
ビス利用者の特性 ― 

3 短期入所療養介護の 
内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと 
短期入所療養介護 ― 

10.特定施設入居者生 
活介護方法論 

1 特定施設入居者生活介 
護の意義・目的 ― 

2 特定施設入居者生活介
護サービス利用者の特性 ― 

3 特定施設入居者生活介 
護の内容・特徴 ― 



7 

 

科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

  4 介護支援サービスと特定 
施設入居者生活介護 ― 

11.福祉用具及び住 
宅改修方法論 

1 福祉用具の意義・目的 ― 

2 福祉用具利用者の特性お 
よび福祉用具の機能、 
使用法 

― 

3 福祉用具の内容・特徴 ― 

4 介護支援サービスと福祉 
用具 ― 

5 住宅改修の意義・目的 ― 

6 住宅改修利用者の特性お 
よび住宅改修の機能、 
使用法 

― 

7 住宅改修の内容・特徴 ― 

8 介護支援サービスと住宅 
改修 ― 

6.高齢者支援展
開論 

（地域密着型サ
ービス事業各
論） 

1.定期巡回・随時対 
応型訪問介護看護 
方法論 

1 定期巡回・随時対応型訪 
問介護看護の意義・目的 ― 

2 定期巡回・随時対応型訪 
問介護看護の利用者の 
特性 

― 

3 定期巡回・随時対応型訪 
問介護看護の内容・特徴 ― 

2.夜間対応型訪問介 
護方法論 

1 夜間対応型訪問介護の 
意義・目的 ― 

2 夜間対応型訪問介護の 
利用者の特性 ― 

3 夜間対応型訪問介護の 
内容・特徴 ― 

3.地域密着型通所 
介護方法論 

1 地域密着型通所介護の 
意義・目的 ― 

2 地域密着型通所介護の 
利用者の特性 ― 

3 地域密着型通所介護の 
内容・特徴 ― 

4.認知症対応型通所 
介護方法論 

1 認知症対応型通所介護の 
意義・目的 ― 

2 認知症対応型通所介護の 
利用者の特性 ― 

3 認知症対応型通所介護の 
内容・特徴 ― 

5.小規模多機能型居 
宅介護方法論 

1 小規模多機能型居宅介護 
の意義・目的 ― 

2 小規模多機能型居宅介護 
の利用者の特性 ― 

3 小規模多機能型居宅介護 
の内容・特徴 ― 

6.認知症対応型共同 
生活介護方法論 

1 認知症対応型共同生活介 
護の意義・目的 
 

― 

2 認知症対応型共同生活介 
護の利用者の特性 
 

― 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

  3 認知症対応型共同生活介 
護の内容・特徴 ― 

7.地域密着型特定施 
設入居者生活介護 
方法論 

1 地域密着型特定施設入所
者生活介護の意義・目的 

― 

2 地域密着型特定施設入居 
者生活介護の利用者の 
特性 

― 

3 地域密着型特定施設入所
者生活介護の内容・特徴 

― 

8.地域密着型介護老 
人福祉施設入所者 
生活介護方法論 

1 地域密着型介護老人福祉 
施設入所者生活介護の 
意義・目的 

― 

2 地域密着型介護老人福祉 
施設入所者生活介護の 
利用者の特性 

― 

3 地域密着型介護老人福祉 
施設入所者生活介護の 
内容・特徴 

― 

9.複合型サービス方 
法論 

1 複合型サービスの意義・ 
目的 ― 

2 複合型サービスの利用者 
の特性 ― 

3 複合型サービスの内容・ 
特徴 ― 

7.高齢者支援
展開論 
（介護予防サー
ビス事業各
論） 

1.介護予防訪問入浴 
介護方法論 

1 介護予防訪問入浴介護
の意義・目的 ― 

2 介護予防訪問入浴介護
利用者の特性 ― 

3 介護予防訪問入浴介護
の内容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービス 
と介護予防訪問入浴 
介護 

― 

2.介護予防訪問看護 
方法論 

1 介護予防訪問看護の意
義・目的 ― 

2 介護予防訪問看護サー
ビス利用者の特性 ― 

3 介護予防訪問看護の内
容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービス
と介護予防訪問看護 ― 

3.介護予防訪問リハ 
ビリテーション方 
法論 

1 介護予防訪問リハビリ
テーションの意義・目的 ― 

2 介護予防訪問リハビリ
テーションサービス利
用者の特性 

― 

3 介護予防訪問リハビリ
テーションの内容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービス
と介護予防訪問リハビ
リテーション 

― 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

 4.介護予防居宅療養
管理指導方法論 

1 医学的管理サービスの 
意義・目的 ― 

2 医学的管理サービス利 
用者の特性 

― 

3 介護予防支援サービス 
と医学的管理サービス ― 

4 口腔管理―歯科衛生指 
導の意義・目的 

― 

5 口腔管理―歯科衛生指
導利用者の特性 ― 

6 介護支援サービスと口
腔管理―歯科衛生指導 

― 

7 薬剤管理指導の意義・
目的 ― 

8 薬剤管理指導利用者の
特性 

― 

9 介護予防支援サービス
と薬剤管理指導 ― 

5.介護予防通所リハ
ビリテーション方
法論 

1 介護予防通所リハビリテ
ーションの意義・目的 ― 

2 介護予防通所リハビリテ
ーションサービス利用者
の特性 

― 

3 介護予防通所リハビリ
テーションの内容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービス
と介護予防通所リハビ
リテーション 

― 

6.介護予防短期入所
生活介護方法論 

1 介護予防短期入所生活介
護の意義・目的 ― 

2 介護予防短期入所生活介
護サービス利用者の特性 ― 

3 介護予防短期入所生活
介護の内容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービス
と介護予防短期入所生
活介護 

― 

7.介護予防短期入所
療養介護方法論 

1 介護予防短期入所療養介
護の意義・目的 ― 

2 介護予防短期入所療養介
護サービス利用者の特性 ― 

3 介護予防短期入所療養
介護の内容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービスと
介護予防短期入所療養介
護 

― 

8.介護予防特定施設
入居者生活介護方
法論 

1 介護予防特定施設入居
者生活介護の意義・目的 ― 

2 介護予防特定施設入居
者生活介護のサービス
利用者特性 

― 

3 介護予防特定施設入居
者生活介護の内容・特徴 ― 
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科
目 

区分 大項目 中項目 小項目 

 

  4 介護予防支援サービスと
介護予防特定施設入居者
生活介護 

― 

9.介護予防福祉用具 
及び介護予防住宅 
改修方法論 

1 介護予防福祉用具の意
義・目的 ― 

2 介護予防福祉用具利用者
の特性および介護予防福
祉用具の機能、使用法 

― 

3 介護予防福祉用具の内
容・特徴 ― 

4 介護予防支援サービスと
介護予防福祉用具 ― 

5 介護予防住宅改修の意
義・目的 ― 

6 介護予防住宅改修利用者
の特性および介護予防住
宅改修の機能、使用法 

― 

7 介護予防住宅改修の内
容・特徴 ― 

8 介護予防支援サービスと
介護予防住宅改修 ― 

8.高齢者支援展 
開論 
（地域密着型 
介護予防サー 
ビス事業各論） 

1.介護予防認知症対
応型通所介護方法
論 

1 介護予防認知症対応型通
所介護の意義・目的 ― 

2 介護予防認知症対応型通
所介護の利用者の特性 ― 

3 介護予防認知症対応型通
所介護の内容・特徴 ― 

2.介護予防小規模多
機能型居宅介護方
法論 

1 介護予防小規模多機能型
居宅介護の意義・目的 ― 

2 介護予防小規模多機能型
居宅介護の利用者の特性 ― 

3 介護予防小規模多機能型
居宅介護の内容・特徴 ― 

3.介護予防認知症対 
応型共同生活介護 
方法論 

1 介護予防認知症対応型共
同生活介護の意義・目的 ― 

2 介護予防認知症対応型共
同生活介護の利用者の特
性 

― 

3 介護予防認知症対応型共
同生活介護の内容・特徴 ― 

9.高齢者支援展
開論 
（介護保険施 
設各論） 

1.指定介護老人福祉
施設サービス方法論 

1 指定介護老人福祉施設の
意義・目的 ― 

2 指定介護老人福祉施設サ
ービス利用者の特性 ― 

3 指定介護老人福祉施設の
内容・特徴 ― 

  



11 

 

 区分 大項目 中項目 小項目 

 

 2.介護老人保健施設
サービス方法論 

1 介護老人保健施設の意
義・目的 ― 

2 介護老人保健施設サービ
ス利用者の特性 ― 

3 介護老人保健施設の内
容・特徴 ― 

3.介護医療院サービ
ス方法論 

1 介護医療院の意義・目的 
― 

2 介護医療院サービス利用
者の特性 ― 

3 介護医療院の内容・特徴 
― 

10.高齢者支援展
開論 
（社会資源活用
論） 

1.公的サービスおよ
びその他の社会資
源導入方法論 

1 自立支援のための総合
的ケアネットワークの必
要性 

― 

2 社会資源間での機能や
役割の相違 ― 

3 フォーマルな分野とイ
ンフォーマルな分野の連
携の必要性 

― 

四 

要
介
護
認
定
及
び
要
支
援
認
定
に
関
す
る
科
目 

11.要介護・要支
援認定特論 

1.要介護認定の流れ 1 要介護認定基準につい
て ― 

2 認定調査 ― 

3 主治医意見書 ― 

4 一次判定の概略 ― 

5 介護認定審査会におけ
る二次判定の概略 ― 

2.一次判定の仕組み 1 要介護認定等基準時間
の推計の考え方 ― 

2 要介護認定等基準時間
の算出方法 ― 

3.二次判定の仕組み 1 二次判定の基本的方法 ― 

2 介護認定審査会におけ
る審査・判定の手順 ― 

3 二次判定ポイント ― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



12 

 

 

【試験範囲に含まれる関連通知の具体例】 

○「指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準について」（平成11年7月29日老企第22 

  号各都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

○「指定居宅サービス等及び指定介護予防サービス等に関する基準について」（平成11年9月17日老 

  企第25号各都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

○「指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的 

な支援の方法に関する基準について」（平成18年3月31日老振発第0331003号・老老発第0331016号各都

道府県・指定都市・中核市介護保険主管部（局）長宛厚生労働省老健局振興・老人保健課長連名通知） 

 

○「指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスに関する基準について」（平成18 

   年3月31日老計発第0331004号・老振発第0331004号・老老発第0331017号各都道府県・指定都市・中核 

市介護保険主管部（局）長宛厚生労働省老健局計画・振興・老人保健課長連名通知） 

 

○「指定介護老人福祉施設の人員、設備及び運営に関する基準について」（平成12年3月17日老企第43号 

各都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

○「介護老人保健施設の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準について」（平成12年3月17日老企 

第44号各都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

○「介護サービス計画書の様式及び課題分析標準項目の提示について」（平成11年11月12日老企第29号各 

都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生省老人保健福祉局企画課長通知） 

 

○「介護予防支援業務に係る関連様式例の提示について」（平成18年3月31日老振発第0331009号各都道府 

県・指定都市・中核市介護保険主管部（局）長宛厚生労働省老健局振興課長通知） 

 

○「老人（在宅）介護支援センターの運営について」（平成18年3月31日老発第0331003号各都道府県知 

事・各指定都市市長・各中核市市長宛厚生労働省老健局長通知） 

 

○「地域支援事業の実施について」（平成18年6月9日老発第0609001号各都道府県知事宛厚生労働省老健 

局長通知） 

 

○「地域包括支援センターの設置運営について」（平成18年10月18日老計発第1018001号・老振発第 

1018001号・老老発第1018001号各都道府県・指定都市・中核市介護保険主管部（局）長宛厚生労働省 

老健局計画・振興・老人保健課長連名通知） 

 

○「介護医療院の人員、施設及び設備並びに運営に関する基準について」(平成 30 年３月 22 日老老発 0322 

第１号各都道府県介護保険主管部（局）長宛厚生労働省老健局老人保健課長通知) 

 


